
○核不拡散・核セキュリティ体制強化に必要な研究開発の方向性について
○核不拡散・核セキュリティ体制強化に必要な人材育成の方向性について
○その他、核不拡散・核セキュリティに関する諸課題について

主な項目
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（a）核不拡散・核セキュリティ体制強化に必要な研究開発の方向性について

（ｂ）核不拡散・核セキュリティ体制強化に必要な人材育成の方向性について

・社会実装に向けたロードマップの検討（「今後の核不拡散・核セキュリティ研究開発の進め方に
ついて」（中間とりまとめ）（H29年6月30日）からの進展等）
・ウクライナ情勢等を踏まえた新たなニーズへの対応、研究開発成果の実用化への道筋の明確化
・ISCNとユーザ・関係行政機関・国際機関との連携、米国等との二国間協力 等

・核不拡散・核セキュリティに関する政府間の取組（多国間、米国等の二国間の枠組みの活用）
・核物質の最小化と適正管理のための高濃縮ウランの返還と低濃縮化の推進 等

（ｃ）その他、核不拡散・核セキュリティに関する諸課題について

・ISCNと大学・国際機関との連携、アジア地域へのアウトリーチ活動（「今後の核不拡散・核セ
キュリティ分野における人材育成について」（R4年5月19日）のフォローアップ等）
・ウクライナ情勢等を踏まえた新たなニーズへの対応、トレーニングコースの充実や機能強化 等
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